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学び合いの中で，数学的な思考力・判断力・表現力を高める授業づくり
～1年生 f変化と対応」における実銭～
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はじめに

平成23年度から中学校では新学習指導要領が全面実施された。中学校教学科においては，平成21年

度から移行期間入っており，平成22年度より全学年にわたり新学習指導要領のもとで授業が展開され

ている。

新学習指導要領では，生きる力をはぐくむことを目指し，基礎的・基本的な知識及び技能を習得さ

せ，これらを活用して課題を解決するために必要な思考批判断力，表現力等をはぐくむとともに

主体的に学習に取り組む態度を養うためには，言語活動を充実することとしている．数学科の目標に

おいて，今回の改訂での改善点は．「数学的活動を通してj と「表現する能力j と f数学を活用して

考えたり判断したりしようとする態度Jが加えられたことである．この改善について文部省の学習指

導要領解説の中で，「表現する力Jについて，「原理・法則に裏付けられら確かな知識及び技能が．日

常生活や社会における事象を数学的に表現し，数学的に処理して問題を解決するととに役立てられる

ようにする。なお．問題を解決する過程においては，数学的概念や原理，法則及び数学的な表現や処

理の仕方を活用できるようにすることが大切であるoJと述べられている。自分の思いや考えをもて

たとしても，それらを的確に表現することは中学生にとって簡単なことではない。始めは的確な表現

を求めるのではなく，表現が稚拙だったり，不十分だったりしても表現し伝えようとしていることを

評価し．経験を通して的確に表現できるように導くことが大切である。

また文部科学省の「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力．表現力の育成に向付

て～【中学校版JJでは，次のように示されている。

数学科においては．生徒が学んだ数学を活用して考えたり判断したりすることをよりよく行うこ

とができるよう，言葉や数．式，図，表，グラフなどの数学的な表現を用いて．論理的に考察し表

現したり，その過程を振り返って考えを深めたりする学習活動を充実する。その際，以下の点に留
意する。

0数学的な表現を適切に用いることができるよう，具体的な事象を数学的に表現したり．処理し

たりする技能を高める学習活動を充実する。

0数学的な推論を的確に進めることができるよう．思考の過程や判断の根拠などを数学的に表現

して税明したり，数学的に表現されたものについて話し合って解釈したりする学習活動を充実
する。

0数学的に表現したり，それを解釈したりすることのよさを実感できるよう．教や図形性質など

について伝え合うことで，お互いの考えをよりよいものに改めたり，一人では気付くことので

きなかったことを見いだしたりする機会を設けることに留意する。

こうした学習指導要領における改善点をふまえながら，本研究は．言賠活動の充実に着目し. r学
び合いの中で，数学的な思考力・判断力・表現力を高める授業づくりJに焦点をあてて， l年生 「変

化と対応Jにおける実践的な研究に取り組むとととした．

1 .研究の目的

中学校数学科において，数学的な表現を用いて，説明し伝え合うことができる生徒を育成するため

の望ましい指導の在り方を， l年生 『変化と対応」の実践を通して明らかにすることが本研究の目的

である。
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2. 研究の動機
1年生4月からの数学の授業の中で『～についていろいろな方法で考

えようJ 「～についての身近なものを利用して説明してみようjなどの

課題を多く取り入れて行っている。正の数・負の数の単元で， f正負の

数の減法はどのように考えたらよいだろうか。身近なものを利用して説

明してみようj という課題に取り組んだ。まず生徒は資料 1の〈ア）～

（エ）の式を身近なものを例に挙げ，個人で課題を追及していく。この時間は，自分の力で課題を解決

するために大切な時間であり，ノートに自分の考えを文字や図などを使って書いていく。その後，ベ

アや班などの小集団での追求の時間をとる。この時間では，自分の考えたことを友達にわかりやすく

説明する活動が中心となる。友達の考えを聞き合う中で，友達の考えに誤りを見つけたり，新たな疑

問が生まれたりする。また．お互いの考え方を比較して，似た考え方を統合して考えるとともある。

そして，学級全体でいくつかの考えについて発表したり，小集団で解決できなかった疑問を取り上げ

よりわかりやすい説明を付け足したり，取り上げた疑問に対してみんなで議論して深めていく。

乙の授業での学級全体の場での一つを例にあげる。生徒Aは，人間がジャンプして進む方向と歩数

を使って考えた（資料2）。初めは 「ー（減法）は反対の意味になると考えて，（ア）は，前に5歩進

んでから．後ろへ4歩進むことになるJと説明したが，生徒Bは『わかるけど．一〈減法）とー（マイ

ナス）が混乱する」と言った。すると，生徒Cが「ー（減法）は後ろを向く〈向きを変える）ことに

すれば，十（プラス）とー〈マイナス）は前と後ろのそのままで考えられるJと言い，生徒Aと一緒になっ

て実際に動きながら説明をした。その説明を聞き，多くの生徒が納得し，生徒Aのノートには「前に

5歩進んで，後ろの方を向き，前に4歩進むJと書き産された．このような説明し合う活動を重視し

た授業は，学び合いの中で．数学的な思考力・判断力・表現力を高めることにつながると考える。

（ア） (+ 5）ー（＋4) 

（イ） (-5）ー（＋4) 

〈ウ） (+ 5）ー（－4)

（エ） (-5）一（－4)
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資料2

また，数学の授業の中で「説明し伝え合う活動」についての生徒アンケートからは，「人に伝える

ことができなければわかったとはいえないから説明することは大切だと思うj f説明して相手が“わ

かった”といってくれるとうれしいj などがある一方で，「難しい」「どうやったらうまく相手に伝え

られるのかわからない」と書いている生徒も多い。しかし， f説明するJ活動については好意的に受

け止めている生徒が多く．そのよさを感じていることもわかった。しかし，実際どうすればいいのか

という不安もあり，この活動についての効力感はあるが，スキルの不十分さに不安を抱いている生徒

がいる。以上のような実態を受けて．説明し合う活動つを取り入れながら. r学び合いの中で，数学

的な思考力・判断力・表現力を高める授業づくりj ということを焦点にして，授業を実践していくこ

ととした。

3.研究仮説

l年生「変化と対応j の学習指導の中で，

仮説(1）授業の中に，生徒が表現することや説明し伝え合う活動，他者との関わりの場を多く取り

入れることで．学級全体の学び合いを活性化させ．生徒自身が説明し伝え合う活動の必要

性や楽しさを実感することができる。
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仮説（2）生活の中にひそむ数学的な関係を言葉や数．式．図，表．グラフなどの数学的な表現を用

いて，論理的に考察し表現したり．その過程を振り返って考えを深めたりする学習活動を

行うことで，数学の有用性を実感し，学んだことをいかしていこうとする態度を育成する

ととができる。

以上の2点によって，学び合いの中で数学的な思考力・判断力・表現力を高める授業ができるだろ

っ。

4.研究の具体的な方法

1年生「変化と対応」の学習指導において．研究仮説(1), (2）に関する具体的な授業実践を通し

て，教師の聞い．生徒の記述や発言や振り返り等の分析から検証していく。

5.検証計画

生徒の数学的な思考力・判断力・表現力の高まりを評価するための具体的手段として．

0学び合いを取り入れた学習後に評価問題やレポート作りに取り組ませることによって患考や表現

の変容をみること。

O自己評価〈学習の振り返り）の際に，思考や判断，表現方法に関して．自分の考えと他者の考え

を比較する視点を取り入れて記述をさせること。

などを授業後も実践し検証する。

これらの評価は，学習成果と達成目標との関連を明らかにするためではなく，主として数学的な思

考力等を高めるために適切であったかどうかを判断するための授業評価という視点から追究し．次の

学習指導（授業）へのフィードバックを目的とするための取組として行う。

6.展開計画（全17時間）

次 主な学習 時 具体的な学習・内容（0印は，学び合い）

1 伴って変わる 1 〈〉正方形の紙から小物入れをつくるとき，切る 1辺の長さをxとした
二つの数量を 2 き，伴って変わっていくものを見いだす。その数量に関して変化の様
見付けよう 3 子や対応の仕方を，グラフ．表，式を用いて表し．特徴から分類し，

関数や比例の意味を知る。

2 比例について 4 ・比例の関係を見付け．それを表や式に表し比例の意味や表し方，特徴
学ぼう について考える。

5 ・変域を負の数まで拡張して，伴って変わる二つの数量を見いだし，関
数関係を調べる。

6 ・負の数まで含めた座標軸の取り方，座標等の用語とその表し方を理解
する。

7 ・比例のグラフの特徴を調べる。
8 ・比例のグラフの特徴を理解し．式や対応表から比例のグラフをかく。
9 ・変数の変域を変えて，グラフをかく。

3 反比例につい 10 ・反比例の意味やその表し方，特徴について考える。
て学ぽう ll －反比例の特徴を調べる。

12 ・反比例のグラフの特徴を理解し，式や対応表から反比例のグラフをかく。
13 ・変数の変域を変えて，反比例のグラフをかく。

4 比例や反比例 14 。数量関係を比例や反比例ととらえて，それらの性質を問題に活用する。
の関係を利用 15 。マラソンや地震の事象から，理想化したり単純化したりして比例とみ
して，身近な なし，変化や対応の様子を調べたり．予測したりする。
問題を解決し 。ランドルト環の秘密を探る。
ょう
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7.授業の実際と考察
( 1)伴って変わるこつの数量を見付けよう（第 1次）

O次の方法でふたのない箱をつくろう

｛っくり方｝

(1) 1辺の長さは16cmの正方形の厚紙を用意する。

(2）四すみから，同じ大きさの正方形を切り取る。

I I I I 
(3）右の図の破線にそって折り曲げ，重なりあう辺をテープなどでとめる。

授業の導入では，実際にっ

くり，それを使って考える作

業を取り入れた（資料3）。

その後．課題 1を提示した。

雇E 切り取る 1辺の長さを

変えると，それにともなっ

て，どんな数量が変わる

でしょうか。できるだけ

たくさん見つけてみよう。
資料3

。

まずは，個で考える時間を取り，その後，個人で考えたことを，班の友だちに伝える時間を設

定した（資料4）。次に示すのは，ある班の話し合いの記録である。

生徒A：僕が見つけたのは，箱の深さです。

生徒B：深さってどこ？（自分の紙を出しながら聞く）

生徒A:（生徒Bの紙を折りながら）乙との部分だよ。僕とBさん

のでは，箱の深さがちがうでしょ。

生徒C：深さって，高さのことか。

生徒D：僕は，底面の一辺の長さを見つけたんだけど， Aさんの

見つけた深さと関係がありそうだよね。

生徒A：僕（高さ）は増えていったけど，辺の長さはどう？

生徒D：辺の長さは減っていくと思う。

生徒C：私は底面の面積を見つけたけど，変化がよくわからない…

資料4

このような会話から，生徒たちは自分の見つけた数量がどのような変化をしていくのかに注目

していることがわかる。また，自分の見つけた数量と友達の見つけた数量に何か関係がないのか

とと結びつけて考えようとしている。この後の表や式をつくる活動へつなげるため．学級全体の

場で．見いだした数量について説明する場を設けた。同じことものや似ているものを整理しなが

ら． 1～6の共通課題を設定した。以下が，生徒が見いだした数量である。

1.箱の高さ 2.底面の 1辺の長さ

O底面の周の長さ O底面の対角線

O側面の 1つの長方形の面積

次に課題2を提示した。

3.底面積 4.側面積 5.展開図の面積 6.体積

0籍のすべての辺の合計

など

直E みんなが見いだした数量を①～⑥とする。切り取る l辺の長さをx.それぞれの数量をy
として，変化を調べて， yをxの式で表してみよう。
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学び合いの中で．数学的な思考カ・判断力・表現カを高める授業づくり

yをXの式で表すことの確認として．前単元 f文字の式Jで扱った折り紙と画びょうの数の

学習を振り返った。折り紙の枚数をx，画びょうの数をyとするとき，表を使って変化を考え．

y=3x+lで表すことができることを確認した。折り紙の枚数に対して，伴って変わる数量を

画ぴょうの枚数と見ることで．学習のつながりを意識することができた。

＠あちぷな守） ・ 。χ引似U¥.・れ t場i.l I 授業は個人班．全体の流れで，追

払r,1之；141け川｜% 戸ヨ ｜求を行った。多くの生徒が，まず対応

-;1,.li131＋肝ご！？》？仰 向E ‘ H~. :I表をかき， xとyの値がどのように
ゃな • • • ·~ ｜変化していくのかに注目しなが式づく

川 、.!.M._A3 - O間払時t1・fi:11=r, i I 
｜ りを行った。

資料5 高さについての変化 高さについては. r xが1増えると

l時め副J阪のや 。1：干L ):l-t)I城主主れ内和 I ’IYがl増える」「Xが2低 3倍にな
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資料6 底面の 1辺の長さについての変化

ると.yも2倍， 3倍になるJなど小

学校で学習した比例の関係から．

y= xの式で表すことは容易であった

（資料5）。

底面の 1辺の長さについては， r X 

が1増えるとは2減るj などから，反

比例と考えた生徒が多かった。しかし，反比例の特徴であるXが2倍3倍になると， yが2分の

l倍. 3分の l倍にならないJや f反比例の式で表すことができないjなどの意見から，反比例

ではないと判断した。次に， yの値がどのような計算からその数になったかを検証し， y=l6-
2xという式を導き出した。（資料6)
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資料7 底面積についての変化
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資料8 側面積についての変化

底面積については，底面のl辺の長

さと同じように，始めは反比例と判断

していた生徒が多くいたが，反比例の

特徴に当てはまらないことから，正方

形の面積を求める公式に注目し，一辺

×一辺で表すことができること気付い

ていった。（資料7)

側面積については，yの値が「増え

てから減っていく」現象に疑問をもっ

生徒もいた。しかし，側面積を求める

公式にあてはめるととで，式を作る事

ができた（資料8）。

底面積については， 2通りの式を導

＠再生前倒の¢綿 ！。 て ｜き出した。 1つは．底面積と側面積の
I.:己主d払－ 'l.利払＋－4マ{II,ーワ -;rlI 

綿布一 溺純一｜和で表した式（資料9）。もう一方は．

淵起」~；も／：：＇.~24• J斗工li.-i..,
モヌ；矛可b I ! 

資料9 底面積についての変化①

’ ・ 4

もとの正方形から，切り取った正方形

の4つ分を引いた式（資料10）。 fどち

らがあっているのかj という問いから，

2つの式の作り方を考える時間をとり，

どちらもあっていることを確認した。

式の形は違うが，同じことを表してい

ることに気付き．式の不思議さを味わうことができた生徒が多かった。

体積については，対応表からは変化を見つけることができなかったが，解決済みの高さと底面
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積の式を使って式にする生徒が多かっ

た（資料11）。

対応表から変化をみて数列として考

えたり， 1帰納的に考えたり，式は違う

のに同じ意味や考え方であることを知

り，式をつくることのおもしろさを味

わうことができた。授業のまとめでは．

6つの数量について変化の様子や対応

の仕方や式の形などの共通点を見つけ

出し．分類する活動を行った。生徒が

考えた分類の視点は，「増え方が一定j

rxが2倍. 3倍になると.yも2倍．

3倍になるj f式の形の特徴Jなどが

あった。評価基準によって，生徒の分

類の視点を評価した（表 1)。分類す

ることにより，小学校で学習した比例，

反比例以外にもy＝αx+bの形や

y=ax2ゃy= a x2 + bx + c • 
y=ax3含んだ式など．比例関係は

関数の一つにすぎず，その他にも様々

な関数が存在することを実感を伴って

理解することができた。
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資料10

体積についての変化資料11

評価基準と結果｛第 1次〉

評価基準

A B C 

いくつかの数量に関 いくつかの数量に関 表や式に表すことが
する表や式の特徴か する表や式の特徴か できず，分類するこ
弘複数の視点で分 弘一つの視点で分 とができない。
慰することができる。 類することができる。

56% 42% 2% 

表 1

(2）比例や反比例の関係を利用して，身近な問題を解決しよう｛第4次第16・17時〉
第4次第16時では，ランドルト環にひそむ関数関係を題材とした。まず導入では，視力検査表

を提示し， Cの形をした黒い輸のことをランドルト環ということを確認し，検査衰の仕組みにつ

いて気付きを交流する時間をとり，「視力とランドルト環の大きさの関係を探ろうJという諜題

を設定した。以下は導入部分の授業記録である。

T2 ：視力検査表をみて，視力ってどうやって決まるのかな？

生徒E：ランドルト環の大きさがいろいろあるから，大きさによって決まると患います。

生徒A：大きさといっても，検査表を見る距離によっても大きさは変わってくると思う。

T3 ：距離に注目した人，他にもいる？ (10名程度挙手する）

生徒F：一つのランドルト環を見たとき，僕から見た大きさ（一番前の席）と列の一番後ろの席の

生徒Aさんから見た大きさは違います。だから，距離によって変わってくる。

生徒G：視力を測るには，距離と大きさのこつが関係しているということで良いと患います。

生徒E：確かに距離も関係していると思うけど，この検査表の上に5m用と書いてあるから，距離

のことは今は考えなくて良いと思います。

生徒多：ほんとだ～。

T4 ：そうですね。では 今日は距離を5mと一定にして．大きさに注目して考えていきましょ

う。Eさんが見つけた大きさはどうなっているかな。

生徒H：視力が大きくなると だんだん小さくなっている。

生徒K：でも視力1.0まではずっとあるのに 視力I.1や2.0は測定できない。

生徒I：表に無いだけで．作れば測ることできると思う。

T5 ：表に無い視力のランドルト環を作ることできるの？

生徒J：マサイ族は視力6.0だってテレビで見たことあるから，測るためのランドルト環はあると

患う。
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生徒A：視力0.1以下，例えば，視力0.05とか0.01とかのランドルト環を作ってみたい。

生徒E：：視力と大きさについて調べれば作ることができると患います

T6 ：じゃあ，みんなで視力とランドルト環の大きさの関係を探ってみよう。どんな関係がある
か予想、を書いてみよう。

生徒F：反比例していると思う。

生徒多：同じです。

T7 ：ほんとに反比例しているのかな？それを調べてみましょう。

生徒は．視力をx，それに伴って変わるランドルト環の大きさをyとして，個人で実測しな

がら変化や対応の様子を調べていった。生徒が着目したランドルト環の大きさには，すき間の幅．

外側の産径，内側の直径，面積等があった。

学級全体の学び合いでは，視力と自分が着目したランドルト環の大きさの関係を表や式，グラ

フ等の数学的な表現を用いて，反比例であるかどうかを判断し，自分なりに説明していく姿を大

事にして行った。以下は，ランドルト環の直径に着目した学級全体の学び合いの授業記録と生徒

のノートである（資料12～資料14）。

生徒E：私はランドルト環の直径について調べ，表にしました。表を横に見たとき， xが2倍， 3 
倍になるとyが2分の 1. 3分の lになっているし，表を縦に見ても. xyの値がほぼ

0. 75と一定なので反比例とみなすことができると患います。

T8 : Eさんと同じで直径を調べた人いますか。（半数の生徒が手を挙げた）

生徒F：僕も反比例だと思う。なぜかというと，僕はグラフにしてみました。グラフにすると反比

例のグラフになったからです。

生徒A：私もEさんと同じように表をかきました。そして，式に表してみました。すると，式が

y =0. 75/ xになったので，反比例だと患います。

生徒E:Aさんの式はすごく良いと患います。式にすれば，僕たちが知りたかった視力6.0や0.01 
のランドルト環の直径の大きさがわかるからです。

生徒K:xにo.01を代入すると， 75になるから，視力0.01のランドルト環の直径は75cmです。
生徒多：大きいな。

T9 ：もし実際にランドルト環をつくるとき，その情報だけでつくることはできますか。

生徒E：すき間の大きさも必、要になってくると思う。私はすき間の関係を調べたけど，すき間もやっ

ぱり反比例だったよ。

生徒L：内側の直径も必要かもしれない。

_'-(1 lo "1,がr~·f~rcわ川知1r,l ι I I I I I 

z. • n l r"1 O」事 払t"J •. , 、 ,・ • 
I 'f'I引♂やJ今＇・！i,.~ 1、t・・-. .:・ : I 

制is・d0.9白0:11s~:,. o~~·.tl ,u，， ・！
．官‘‘有、、c.rls叫主 .(,C."f 包。.守ρ1‘ J：去i ••山 ． ，

' 
年比例て足かd品 」 ι(II｝乏争t

I c~， ヲ， .9:法二 t o!ol ，，.－，.＿，，骨

・II ’I f 守 .！’徒115c 向

資料14 生徒Aのノート

-25ー

資料13 生徒Fのノート



大谷由香

この後，視力検査表にない視力

のランドルト環を作成するために

は複数の大きさの情報がないとつ

くれないことに気付いた生徒たち

は．内側の車径やすき間，太さな

どの複数の視点から関係を探った。

学び合いの中で友だちの考えを聞

き，様々な考え方を比較する場を

設定したことで，視力とランドル

ト環の大きさの関係が複数の観点から どの場合も反比例になっていることに気付・いていった。

生徒Eの発言から. r視力0.01のランドルト環を作るには…」と．表の縦や横の関係から自分な

りに反比例と判断すると．式を作り 0. 01のときの大きさを出していった。自分が測定したデー

タから関数関係を見いだすことで，データにはないことを求めることができる式化することのよ

さを感じることができた。評価基準に基づく評価は表2のようになる。また次時において，本時

で学習したことや今後各自で追求したことをレポートにまとめる活動を行った。

表2 評価基準と結果（第4次第16・17時）

評価基準

A B C 

複数の視点から反比 一つの視点から反比 表から反比例である
例であることを判断 例であることを判断 ことを推測するとと
し，自分なりに根拠 し，自分なりに根拠 ができず綾昧な説明
を明らかにして説明 を明らかにして説明 をしている。
することができる。 することができる。

58% 33% 9% 
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8.研究のまとめ（研究成果と今後の課題）

今回は f変化と対応」の学習指導の中で．生徒の数学的な思考力・判断力・表現力をより高めるた

めに， 2つの仮説のもと授業実践に取り組んだ。その研究仮説をもとに成果と限題について述べるこ

ととする．

仮説（1）授業の中に，生徒が表現することや説明し伝え合う活動．他者との関わりの埼式多く取り

入れることで．学級全体の学び合いを活性化させ，生徒自身が説明し伝え合う活動の必要

性や楽しさを実感することができる。

6月に行った f説明し伝え合う活動j についてのアンケートから、宵定的に受け止めている生徒が

いる一方、スキルの不十分さや不安を抱いている生徒もいた。そこで．学級全体に向けて f説明し伝

え合う活動j を行う前に，隣同士や班で「説明し伝え合う活動jする時間を設けた。そうすることに

よって，友だちの説明を聞いてよく理解できなかったときに．「00の所が分からなかったから，もっ

と詳しく言ってJfそこがわからないのか．じゃあ. l:::..ムだったらわかるかなJと，聞き手は素車に

分からないことを伝え，話し手は相手の分からない所がどこなのかを探り，どう説明すれば伝わるの

かを考えるようになった。学級全体での発表の場面では，自分のかいた図を使いながら説明をしたり．

友達の意見に付け加えたりしながら説明する姿がみられるようになった0 12月に行った f説明し伝え

合う活動」では，「隣同士や班の中では．上手に説明ができるようになった」「言葉だけでの説明でな

く．図などを使って説明すると相手に伝わりやすいJと振り返っていた。また，「答えだけを求める

のでなく，そのやり方や説明を考えることは楽しい．自分と違うやり方の人がいた時はとてもワクワ

クするj と他者と関わりを楽しむことができている生徒もいた。

仮説（2）生活の中にひそむ数学的な関係を言葉や数．式，図，表，グラフなどの数学的な表現を用

いて．論理的に考察し表現したり．その過程を振り返って考えを深めたりする学習活動を

行うことで，数学の有用性を実感し，学んだことをいかしていこうとする態度を育成する

ことができる。

f変化と対応」の学習前後に．「比例．反比例とはどんなことですか。どんなときに比例，反比例

しているといえますかJという自由記述の調査を行った。事前調査では，表を変化を横にみて「一方

が2倍. 3倍になると．もう一方も2倍． 3倍になるものが比例」 f…2分の 1 3分の lとなるも

のが反比例j と記述する生徒が多かった．また，具体的な例を挙げて表をかいて説明する生徒も多く

位里さ1まどんなζとですか．どんなと曹に比例しているといえます仇｜

例 I山崎II I :a I I I什什也l・h
制 l1ool 1•ol 6・ol伊・It脚 J,-1ぃ‘

。ーち fl＂＇同 C杭ずつ t色村

いーち t.同u’護軍す~j哲三も

樫些創生笠主！！！.なことですか．どんなと世に反比例しているといえ寧すか．<.,..,_ 
~：~~苧 I什什 η1川 rじ－
r~~ .. ~~ .. ,., I I 1-I l I令｜写，..・

・ーちの毒律事W向t.!"t-iれ ふi.t:. t; 

毛う寸町華い同じ・若年す九z依‘i.

資料16 生徒Rの事前調査

紙質事葛高宮F~豆E野認証，i，，＜！！可否軍事,iJ

・問 4骨三氏、。包‘~＂・

・ザれ訓告ゑ件 (h.Ji. 主砲事基稗，.-r；~ ¥.'°' ; .. 

・2主t:"脚ド， m ち抑 2 ＜！..ヲイt－・ 1三’砂 .t.. r~i:;. 
tう－1,t.Z.4主， ii1も・•I乞 r,、－
－~町 ーあセヌ匂」しもう”’ちを 宮門事 k

芸．位同h mむ＇I• TJ・M ・

畑山・1~r,l'A占ζCでrt,,. ,:A,O企・,C－しTぃ・C"J.ln’・
. t'Jl ,tr. 式世也；~

・ザラ？令緯静男~： .~ li丞 ζ 可＇＂（•.

Zえ吏盟店 1,':O• 

・／..... hιj,, ,. ...... i • t. 事<t'S-•• •• ri • .，・h5 

tト 7,1n i,rt., 1-<t しも、ゎ弘

• t,. .. ＿，.を弘之.t 'l・－ f;世 ':j:t‘＂ヒ．
pι喝・.，..匂 T(i¥,:・ ＼・ TJ"，下、ι

資料17 生徒Rの事後調査



大谷由香

いた（資料16）。表を対応を縦にみて説明する

生徒は全体の28%しかいなかった。事後調査で

は，表を横にみる，縦にみる，式．グラフなど

を使い説明する生徒が増えた（資料17）。本単

元を学習したことで，比例．反比例についての

判断の根拠を言葉や数，式，図，表．グラフあ

るいは数学用語や数学特有の言い方等多様な表

現方法を適切に用いて，ぞれらを関連させなが

ら説明するカを伸ばしていく乙とができたと考

える。

身近な生活の中にある比例や反比例について

の事前調査では，買い物の翼ったものの個数と

値段．お風邑の水を溜めるときの時間と深さ，

調査「生活の中にある比例の具体例を

見つけなさい」での解答数

事前調査 事後調査
3つ以よ2%

資料18

長方形の面積などを見付けることができた生徒は全体の半数だけであった（資料17）。その結果を踏

まえ単元を通して，生活の中のある比例や反比例の具体例を生徒たちと探しながら授業を進めた結果，

多くの生徒がたくさん見つけることができるようになった（資料18）。マラソンの世界記録のタイム

や地震の震源からの距離と初期微動継続時間の関係など，厳密には比例ではないが．比例とみなすこ

とできると学び合いを通して気付いていった。生徒の感想には， f比例とみなすことで．生活の中に

はたくさんの数学が使われていると感じることができた」と書かれていた。このように，日常の生活

と関連させて学習していくことが今後も必要だと感じる。
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